
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
県
政
運
営

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

警
察
活
動
の
基
盤
強
化

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

空
中
給
油
・
輸
送
機
配
備
計
画

高
規
格
道
路
整
備

新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

選
挙
区
　
境
港
市

浜
田
　
一
哉 
議
員

■問 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会
像
を
ど
の
よ

う
に
見
通
し
、
知
事
任
期
後
半
の
取
組
に

つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

■答 

新
し
い
住
ま
う
形
や
働
く
形
を
念
頭

に
置
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
交
流
を
再

ス
タ
ー
ト
し
、
持
続
可
能
性
を
考
え
る
。

山
陰
の
中
の
鳥
取
県
を
輝
か
せ
る
必
要
が

あ
る
。

■問 

感
染
流
行
期
に
備
え
、診
療・検
査
医

療
機
関
の
確
保
が
必
要
。
ど
の
よ
う
に
協

力
体
制
の
強
化
を
図
る
の
か
。

■答 

２
９
２
の
医
療
機
関
が
参
加
。
大
抵

の
診
療
所
で
相
談
・
検
査
で
き
る
体
制
が

整
っ
た
。
休
業
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

場
合
の
補
償
措
置
な
ど
更
な
る
環
境
整
備

を
図
っ
て
い
く
。

■問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
性
と

必
要
性
を
県
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
く
の
か
。

■答 

残
念
な
が
ら
普
及
が
進
ん
で
い
な
い

状
況
。
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

意
味
で
、
市
町
村
と
も
連
携
し
な
が
ら
進

め
る
。
利
便
性
を
高
め
、
県
民
に
も
有
利

性
を
広
報
す
る
。

■問 

米
子
と
境
港
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
は

知
事
や
米
子
・
境
港
両
市
長
、
日
吉
津
村

長
も
そ
の
必
要
性
を
合
意
し
て
い
る
が
、

今
後
の
具
体
的
な
見
通
し
は
。

■答 

米
子・境
港
間
の
み
な
ら
ず
、宍
道
湖・

中
海
圏
域
全
体
に
つ
い
て
の
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
勉
強
会
が
発
足
し
た
。
こ
こ
で
一

定
の
整
理
を
し
な
が
ら
、
整
備
に
つ
な
げ

て
い
く
。

■問 

小
規
模
分
散
型
旅
行
な
ど
、
新
し
い

観
光
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応
は
。

■答 

ア
ウ
ト
ド
ア
型
の
観
光
や
少
人
数
の

家
族
向
け
の
旅
行
な
ど
、
ト
レ
ン
ド
に
沿

っ
た
商
品
販
売
戦
略
を
事
業
者
と
協
力
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

■問 

販
路
拡
大
を
目
指
す
上
で
、Ｇ
Ｉ
制
度

(※

１)

は
有
効
な
手
段
の
一
つ
。
制
度
の

意
義
や
必
要
性
に
つ
い
て
、
生
産
者
は
も

と
よ
り
、
消
費
者
に
も
発
信
す
べ
き
。

■答 

Ｇ
Ｉ
を
取
得
し
て
い
る
ス
イ
カ
や
ラ

ッ
キ
ョ
ウ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
農
家
の
所
得
ア
ッ
プ
の
下
支

え
と
な
っ
た
。
世
界
戦
略
を
に
ら
ん
だ
次

の
Ｇ
Ｉ
取
得
を
後
押
し
し
て
い
く
。

■問 

林
業
は
労
働
災
害
の
発
生
率
が
高
い
。

労
働
災
害
防
止
教
育
、
労
働
災
害
改
善
等

を
組
織
的
に
行
う
べ
き
。

■答 

民
間
事
業
者
か
ら
は
研
修
が
必
要
と

の
意
見
も
あ
り
、
県
も
一
緒
に
協
議
し
て

い
る
。
研
修
機
関
の
高
度
化
な
ど
も
図
り

な
が
ら
労
災
対
策
を
進
め
る
。

■問 
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル(※
２)
の
目
標
実
現
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
に
取
組
を
加
速
化
さ
せ
る
の
か
。

■答 

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
森
林
管
理
、
事

業
者
や
県
民
の
協
力
で
実
行
し
て
い
け
ば
、

実
現
不
可
能
で
は
な
い
。
実
効
性
あ
る
対

策
を
国
に
求
め
て
い
く
。

■問 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
の
た
め
に
は
、
教

員
の
指
導
力
向
上
や
人
材
育
成
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

■答 

（
教
育
長
）各
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
リ

ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
校
内
全
体
の
意
識
の

高
ま
り
が
見
ら
れ
る
。
引
き
続
き
市
町
村

と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

■問 

警
察
官
の
働
き
方
改
革
、ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
、
女
性
活
躍
の
推
進
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

■答 

（
警
察
本
部
長
）多
様
な
働
き
方
が
受

け
入
れ
ら
れ
、男
性
・
女
性
を
問
わ
ず
、職

員
一
人
一
人
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、
持

て
る
能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
職
場
環

境
の
構
築
を
推
進
す
る
。

■問 

展
示
飛
行
や
騒
音
測
定
を
実
施
す
る

に
は
、
実
機
が
美
保
基
地
に
納
入
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方
で
防

衛
省
と
の
調
整
を
図
る
べ
き
。

■答 

ポ
イ
ン
ト
は
境
港
市
、
米
子
市
、
両

市
の
考
え
方
。
両
市
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス

と
し
、 

Ｃ–

２
配
備
時
と
同
様
に
展
示
飛

行
等
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
県
民
の

安
全
の
担
保
を
取
っ
て
、
最
終
的
に
進
ん

で
い
く
こ
と
に
な
る
。

※１ ＧＩ制度：地理的表示保護制度。品質等の基準を満たす産地・産品だけが名称を使用できることとして保護する制度。
※２ カーボンニュートラル：二酸化炭素の排出と吸収が、プラスマイナスゼロになる状態のこと。

一 般 質 問 　11月定例会では、24人の議員が一般質問を行
いました。本紙では、各議員の質問の中から、質
問と答弁の要旨を掲載します。

■問 ①県立美術館開館に遅れは
ないか。機運醸成のためのイベ
ントを行っては②国道179号は
わいバイパスの早期整備・早期
供用を③県立病院の不妊治療体
制が整っているか④体制整備を。
■答 ①(教育長)当初の予定どおり
進んでいる。イベントなど様々
なところと連携し取り組んでい
く②北条道路と連動して整備を
図る③(病院事業管理者)厚生病
院は人工授精のみ。機器や人員
体制の充実を図る④治療できる
ところを増やさなければならな
い。しっかりと展開を図る。

語堂　正範 議員
選挙区　東伯郡
会　派　自由民主党

①②県立美術館
③④不妊治療体制整備

■問 再生可能エネルギー地産地
消を進めるため、大規模な県外
資本ではなく、地元が51％資本
を取り利益は地元循環、電力の
売り先や後処理の責任も地元が
主導する形が理想。地元資本の
新電力にとっても需給バランス
を壊さない程度の開発を中心に
進めた方が賢明ではないか？
■答 地域新電力に供給を優先す
ることはやっていく。蓄電して
効率良く使う地域のシステムづ
くりの応援など探っていく。需
給バランスは国全体の課題で、
県も地域の送電網等を考えたい。

福浜　隆宏 議員
選挙区　鳥取市
会　派　無所属

脱炭素社会に向けた
エネルギー地産地消推進

■問 新型コロナにより大きな影響
を受けている社会的弱者へのよ
り一層の支援取組が必要では。
■答 鳥取県として福祉のニュー
ノーマルに挑戦しなければなら
ないと思う。デジタル化の進展
に伴う介護予防や高齢者の社会
参加プログラムの研究、認知症
についての基本条例の検討、県
独自の障害者就労事業版の持続
化給付金の実施、さらに低所得
者への資金制度支援に加え所得
格差解消に向けた対策の総合的
なアプローチをしなければなら
ないと考えている。

島谷　龍司 議員
選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

コロナ禍での社会的
弱者支援について

■問 ①ナショナルサイクルルート
指定に向け、新年度どう臨むの
か②県職員のヘルメット着用率
が１割弱だが③タンデム自転車
公道走行解禁の要望書が提出さ
れた。早急に解禁すべき。
■答 ①官民が連携した「鳥取県サ
イクルツーリズム推進機構」を
設置し、次回指定に向けて備え
たい②公務員には遵法義務があ
る。自転車通勤のルール作成等
で意識改革したい③(警察本部
長)県道交法細則一部改正の準
備を進めている。期待に沿える
ような時期に解禁したい。

松田　正 議員
選挙区　米子市
会　派　自由民主党

県民みんなで自転車の
活用推進を

■問 農業大学校へは平成29・30
年の２年間、農業高校教諭が派
遣され、現在は見合わせている。
派遣は農業高校教育において意
義があると考える。県立農大へ
の教諭派遣による教育効果、波
及効果、また今後の継続派遣の
必要性について教育長に伺う。
■答 (教育長)派遣の意義は大い
に認識している。花き、野菜な
どの専門的な知識や関係機関・
農家とのネットワークが広がり
高校での指導に生かしている。
現在、やむを得ず中断しており、
何とか派遣を継続していきたい。

澤　紀男 議員
選挙区　米子市
会　派　公明党

農業高校教諭の農業大学
校への派遣について

■問 教員等による練習試合への
生徒送迎禁止は現実と乖離。こ
れを放置してきた教育長の所見
を問う。規則変更が送迎増等教
員負担にならないようにすべき。
■答 (教育長)反省すべき点は大い
にある。教員の負担に関し、バ
ランスのとれた部活を進める。
■問 練習試合等でもバス利用の
経費助成の検討を。
■答 当初予算で整理していく。
■問 風力発電計画で説明を求め
たが、住民は置いてけぼりだ。
■答 業者の手続きは入口にも来
ていない。厳正に審査する。

尾崎　薫 議員
選挙区　鳥取市
会　派　会派民主

部活動の車による送迎
風力発電と住民意思

とっとり県議会だより

2

一
般
質
問

令
和
元
年
度
決
算
認
定

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

代
表
質
問


